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1  エンドツーエンドの自動化ソ
リューションによる効率改善を実
証する

 自動化の主なメリットの 1 つは、時間のかかる手作業が減少する
ことです。しかし自動化ソリューションが複数の統合されていない
オープンソース・プロジェクトで構成される場合、継続的なメンテ
ナンスが必要となり、時間とリソースを浪費することになります。 
Ansible Automation Platform のような包括的なソリューションな
ら、ITOps の大きな戦力となります。IT 投資のポテンシャルを最大限
に引き出し、運用とプロセスを最大限に効率化できるからです。

 時間を節約できる点について職場の上司に納得してもらうには、
Ansible Automation Platform の次のような特長を伝えましょう。

 � 作成、実行、管理を効率化するエンドツーエンドの自動化ソ
リューションを提供する。

 � IT インフラストラクチャのメンテナンスに費やす時間を減らし、
革新的なソリューションの開発に割く時間を増やせる。

 � Red Hat の他のポートフォリオと統合されているため、自動化に
よる時間の節約を広範囲で期待できる。

 � 手作業を最小限にし、アジリティを向上できるツールが備わって
いる。 

 � Event-Driven Ansible：ルールベースのコンストラクトを使用し
て時間のかかる IT アクションを自動化する。 

 � Red Hat Ansible Lightspeed：生成人工知能 (生成 AI) を使
用して、自動化チームが自動化コンテンツをより効率的に学
習し作成できるよう支援する。

2  現行ソリューションのリスク分野
を明確に伝える

 ほとんどの IT リーダーにとって重要な関心事は、セキュリティとリ
スク管理です。Ansible のアップストリーム版ではドキュメントが用意
されていますが、オープンソースのソリューションだけに依存すると、
技術的負債の発生やダウンタイムの増加につながりかねません (手
作業によるプロセス、人為的ミス、高度にカスタマイズされ広く共有
されていないソリューションが原因)。チームが成長し、組織が信頼
性と安定性をより重視するようになると、これらの課題を克服する
のは難しくなります。

 上司には、Ansible Automation Platform なら以下のような点で
さらなる安心感が得られることを伝えましょう。 

 � セキュリティを重視したエンタープライズ環境。 

 � エンドツーエンドのソフトウェア・サプライチェーン。

 � リリースごとに最低 18 カ月のエンタープライズサポート。 

 � すべてのコンポーネントに対する重要なバグ修正とセキュリティ
脆弱性のバックポート。サポートライフサイクル全体にわたって
ブランチの安定性が維持されます。 

 � バグやリグレッションを避けるため、厳格な包含基準を遵守。 

 � 自動化された Policy as Code (PaC)。ガバナンスポリシーを効率
的に適用するために役立ちます。

 � ルールブック、プレイブック、ポリシーブック。常に同じ方法でア
クションを実行するため、人為的ミスを最小限に抑えることがで
きます。

 � さまざまなユースケースをサポートする、認証・署名されたコンテ
ンツ。

 � Red Hat Partner Connect プログラムに加入している 55 社以
上のパートナーが提供する 130 以上の認定コンテンツコレク
ションへのアクセス。

全社規模の自動化が組織にとってミッションクリティカルになると、パッチワーク的なアプローチはもはや最適なソリューションではないこ
とに気付くかもしれません。Red Hat® Ansible® Automation Platform (セキュリティが強化されており、テスト済みで信頼できるエンター
プライズ製品) のような包括的な自動化ソリューションの導入は、ギャップや非効率性に対処するための助けとなります。ここでは、Ansible 
Automation Platform への移行について、職場の上司を説得するために役立つ 4 つの実用的なヒントをご紹介します。
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3  自動化の取り組みを拡大できる
機会について説明する

 さまざまなアップストリーム・プロジェクトから構築された自動化
ソリューションは、効果的かつ効率的に拡張することが困難です。
上司には、統合自動化ソリューションである Ansible Automation 
Platform により、自動化戦略のレジリエンス、キャパシティ、スケー
ラビリティが高まり、セキュリティに今より注力できることを伝えま
しょう。

 Ansible Automation Platform では、automation mesh や 
Ansible Lightspeed などの特別にパッケージ化された機能により、
自動化を IT 環境全体に効率的に拡張できます。 

 automation mesh (すぐに使えるソリューションにバンドルされ
た、複数のアップストリーム・プロジェクトで構成) は、オンプレミス
環境からハイブリッドクラウド全体、さらにはエッジロケーションに
まで自動化を拡張できるオーバーレイネットワークです。

 Ansible Lightspeed では、より効率的にプレイブックを作成でき
るため、ルールベースのコンストラクトの実装を加速して、すべてのソ
リューションにわたって IT アクションを迅速に実行できます。 

 また、Ansible Automation Platform ユーザー限定の認定コンテ
ンツや統合を活用することもできます。

4  堅牢な自動化戦略がチームにも
たらすメリットを強調する

 Ansible Automation Platform への移行について上司を説得する
には、組織のチームが得られるメリットについても伝えましょう。

 自動化戦略を拡大すれば、従業員の満足度を高め、定着率の向
上につながります。自動化は包括的なビジネス目標をサポートする
ため、次のような点で従業員にとって魅力的な機会となります。

 � 自動化のスキルを高められる。 

 � 特定分野のエキスパートになれる。 

 � 異なる技術的バックグラウンドを持つチームメンバーと協力で
きる。 

 � 自動化ファーストの文化の一翼を担える。

 � ビジネス価値の提供に貢献できる。

 Ansible Automation Platform によって IT 資産全体でほぼすべて
のエンドポイントを自動化できます。つまり自動化への取り組みを先
導する従業員は、チームや部門全体にプラスの影響を与えられること
になります。

Ansible Automation Platform を実際に使ってみる

Red Hat Ansible Automation Platform の詳細については、インタラクティブラボをご覧ください。
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